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は じ め に

本 資 料 は 、 行 政 対 象 暴 力 の 現 状 を 把 握 し 、 今 後 の 対

策 の あ り 方 を 検 討 す る た め に 、 平 成 2 7 年 ６ 月 か ら ７ 月

に か け て 、 全 国 の 自 治 体 を 対 象 に 、 暴 力 団 等 の 反 社 会

的 勢 力 に よ る 行 政 機 関 に 対 す る 不 当 な 要 求 等 の 実 態 、

こ れ に 対 す る 行 政 機 関 の 対 応 、 行 政 機 関 か ら の 警 察 、

弁 護 士 会 、 暴 力 追 放 運 動 推 進 セ ン タ ー に 対 す る 要 望 等

を ア ン ケ ー ト 調 査 し た 結 果 を 概 要 と し て と り ま と め た

も の で す 。

ご 多 用 の 中 、 調 査 に 快 く 協 力 い た だ き ま し た 各 自 治

体 の 関 係 者 の 方 々 に 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。

Ⅰ 調 査 の 概 要

１  調 査 の 方 法 、 対 象 等

本 ア ン ケ ー ト の 調 査 方 法 、 対 象 等 は 次 の と お り 。

① 調 査 方 法  郵 送 法

② 調 査 対 象  全 国 の 自 治 体 （ 都 道 府 県 、 市 及 び 特

別 区 の 合 計 8 6 0 団 体 ） に 対 し て ､ 各 ５ 通

（ 総 務 ・ 人 事 ・ 危 機 管 理 担 当 、 公 共 事

業 担 当 、 環 境 担 当 、 福 祉 担 当 及 び 不 動

産 関 係 担 当 の 各 部 門 用 ） の 合 計 4 , 3 0 0

部 門 に 調 査 票 を 送 付 し た 。

２  回 収 結 果

調 査 票 回 収 数 は 、 6 7 6 団 体 の 2 , 9 0 5 部 門 （ 回 収 率

6 7 . 6 ％ ） で あ っ た 。

Ⅱ 調 査 結 果 の 概 要

１  震 災 復 興 事 業 等 へ の 不 当 要 求 の 有 無１  震 災 復 興 事 業 等 へ の 不 当 要 求 の 有 無

東 日 本 大 震 災 復 興 事 業 に 関 連 し て 、 暴 力 団 等 反 社 会

的 勢 力 か ら 不 当 要 求 を 受 け た 経 験 の 有 無 を た ず ね る

と 、 「 あ る 」 が 0 . 2 ％ ( 7 件 。 件 数 は 部 門 数 を 示 す 。 以

下 同 じ 。 ) 、 「 な い 」 が 9 9 ％ 超 と な っ て い る 。

( n = 2 9 0 5)

0. 2 9 9. 2 0. 6

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

あ る な い 無 回 答

２  震 災 復 興 事 業 等 へ の 不 当 要 求 の 内 容 （ 複 数 回 答 可 ）２  震 災 復 興 事 業 等 へ の 不 当 要 求 の 内 容 （ 複 数 回 答 可 ）

東 日 本 大 震 災 復 興 事 業 に 関 連 し て 、 暴 力 団 等 反 社 会

的 勢 力 か ら 不 当 要 求 を 受 け た 自 治 体 ( 7 件 ) に 、 不 当 要

求 の 内 容 を た ず ね る と 、 「 公 共 工 事 へ の 参 入 要 求 」 と

「 融 資 等 の 支 給 要 求 」 が 各 2 件 、 「 物 品 、 資 材 等 を 自

社 又 は 特 定 の 業 者 か ら 納 入 す る こ と の 要 求 」 と 「 各 種

補 償 金 の 交 付 要 求 」 が 各 1 件 と な っ て い る 。 「 そ の 他 」

は 、 「 高 放 射 線 量 を 放 置 し た こ と へ の 謝 罪 と 優 先 的 被

ば く 検 査 の 要 求 」 、 「 公 共 事 業 等 の 受 注 業 者 に 対 す る

情 報 提 供 及 び 行 政 指 導 等 の 要 求 」 、 「 災 害 廃 棄 物 の 粉

塵 に よ る 私 有 車 の 損 傷 で 修 理 費 を 要 求 」 等 と な っ て い

る 。

３  震 災 復 興 事 業 等 へ の 不 当 要 求 へ の 対 処 の 仕 方３  震 災 復 興 事 業 等 へ の 不 当 要 求 へ の 対 処 の 仕 方

東 日 本 大 震 災 復 興 事 業 に 関 連 し て 、 暴 力 団 等 反 社 会

的 勢 力 か ら 不 当 要 求 を 受 け た 自 治 体 ( 7 件 ) に 、 不 当 要

求 へ の 対 処 の 仕 方 を た ず ね る と 、 「 す べ て の 不 当 要 求

を 拒 否 し た 」 が 6 件 と 大 部 分 を 占 め る が 、 「 不 当 要 求

の 一 部 に 応 じ た 」 が 1 件 と な っ て い る 。

( n = 7)

2 件

2 件

1 件

1 件

0 件

0 件

0 件

0 件

0 件

5 件

0 件

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 %

公 共 工 事 へ の 参 入 要 求

融 資 等 の 支 給 要 求

物 品 、 資 材 等 を 自 社 又 は 特 定 の

業 者 か ら 納 入 す る こ と の 要 求

各 種 補 償 金 の 交 付 要 求

災 害 廃 棄 物 の 収 集 ・ 運 搬

処 理 業 務 へ の 参 入 要 求

支 援 物 資 等 の 交 付 要 求

各 種 許 認 可 等 、 行 政 処 分 を め ぐ る 要 求

罹 災 証 明 書 に お け る 家 屋

損 傷 判 定 に 関 す る 要 求

公 営 住 宅 の 入 居 要 求 、 不 退 去

そ の 他

無 回 答

( n = 7)

0 件 1 件 6 件 0 件

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

す べ て の 不 当 要 求 に 応 じ た

不 当 要 求 の 一 部 に 応 じ た す べ て の 不 当 要 求 を 拒 否 し た 無 回 答
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４  不 当 要 求 等 の 有 無４  不 当 要 求 等 の 有 無

過 去 に 、 暴 力 団 等 反 社 会 的 勢 力 か ら 、 許 認 可 、 工 事

等 の 契 約 、 指 導 監 督 、 公 金 支 給 等 の 権 限 行 使 や 機 関 紙

（ 誌 ） の 購 読 、 物 品 の 購 入 等 に 関 し て 違 法 な 行 為 や 不

当 な 要 求 （ 以 下 「 不 当 要 求 等 」 と い う ） を 受 け た 経 験

の 有 無 を た ず ね る と 、 「 あ る 」 が 9 . 8 ％ ( 2 8 5 件 ) と な っ

て い る 。

ア ン ケ ー ト の 回 収 数 が 概 ね 3 0 0 0 件 程 度 で 推 移 し て い

る に も か か わ ら ず 、 不 当 要 求 を 受 け た と い う 回 答 数 は

減 少 傾 向 に あ る こ と か ら す る と 、 回 答 者 は 、 概 ね 過 去

数 年 の ス パ ン で 不 当 要 求 が あ っ た か 否 か に つ い て 回 答

し て い る と 思 わ れ る 。

【 過 去 に 不 当 要 求 等 を 受 け た 経 験 】

５  最 近 １ 年 間 に お け る 不 当 要 求 等 の 有 無５  最 近 １ 年 間 に お け る 不 当 要 求 等 の 有 無

過 去 に 不 当 要 求 等 を 受 け た 自 治 体 ( 2 8 5 件 ) に 、 最 近

１ 年 間 に 暴 力 団 等 反 社 会 的 勢 力 か ら の 不 当 要 求 等 を 受

け た こ と が あ る か た ず ね る と 、 「 あ る 」 が 3 3 . 0 ％ ( 9 4

件 ) と な っ て い る 。

平 成 2 3 年 度 と 比 べ る と 、 「 あ る 」 が 3 8 . 2 ％ → 3 3 . 0 ％

と 5 . 2 ポ イ ン ト 少 な く な っ て い る 。

【 参 考 】 平 成 2 3 年 度 行 政 対 象 暴 力 に 関 す る ア ン ケ ー ト

【 過 去 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 受 け た 経 験 】

( n = 2 9 0 5)

9. 8 8 9. 6 0. 6

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

あ る な い 無 回 答

( n = 2 8 5)

3 3. 0 6 6. 7 0. 4

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

あ る な い 無 回 答

( n = 4 7 6)

3 8. 2 6 1. 8 0. 0

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

あ る な い 無 回 答

平 成 1 5 年  平 成 1 9 年  平 成 2 3 年  平 成 2 7 年

回 収 数 2 9 5 6 件  3 0 1 8 件  3 1 3 8 件  2 9 0 5 件 

あ る 9 0 3 件  1 0 1 0 件  4 7 6 件  2 8 5 件 

比 率 3 0. 5 %  3 3. 5 %  1 5. 2 %  9. 8 % 

６  最 近 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 行 っ て き た 者 （ 複 数 回 答 可 ）６  最 近 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 行 っ て き た 者 （ 複 数 回 答 可 ）

最 近 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 受 け た 自 治 体 ( 9 4 件 ) に 、

不 当 要 求 等 を 行 っ て き た 者 の 属 性 を た ず ね る と 、 「 相

手 が 何 者 か わ か ら な か っ た 」 が 2 3 . 4 ％ ( 2 2 件 ) と 最 も 多

く 、 以 下 「 暴 力 団 員 で は な い が 、 暴 力 団 （ 暴 力 団 員 ）

と 何 ら か の 関 係 を 有 す る 者 」 2 2 . 3 ％ 、 「 社 会 運 動 標 ぼ

う ゴ ロ 」 、 「 政 治 活 動 標 ぼ う ゴ ロ 」 各 2 0 . 2 ％ と 続 く 。

７  最 近 １ 年 間 の 不 当 要 求 等 の 内 容 （ 複 数 回 答 可 ）７  最 近 １ 年 間 の 不 当 要 求 等 の 内 容 （ 複 数 回 答 可 ）

最 近 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 受 け た 自 治 体 ( 9 4 件 ) に 、

不 当 要 求 等 の 内 容 を た ず ね る と 、 「 機 関 紙 （ 誌 ） の 購

読 」 が 1 6 . 0 ％ ( 1 5 件 ) と 最 も 多 く 、 以 下 「 公 共 事 業 等 の

受 注 業 者 に 対 す る 行 政 指 導 等 」 1 4 . 9 ％ 、 「 許 認 可 等 の

決 定 」 1 1 . 7 ％ と 続 く 。

( n = 9 4)

1 6. 0

1 4. 9

1 1. 7

1 0. 6

1 0. 6

1 0. 6

8. 5

8. 5

7. 4

6. 4

5. 3

4. 3

2. 1

1. 1

1. 1

0. 0

2 9. 8

0. 0

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 %

機 関 紙 （ 誌 ） の 購 読

公 共 事 業 等 の 受 注 業 者 に 対 す る 行 政 指 導 等

許 認 可 等 の 決 定

融 資 、 生 活 保 護 等 の 公 的 給 付 の 支 給

行 政 サ ー ビ ス の 提 供

物 品 購 入

許 認 可 等 以 外 の 行 政 処 分 の 決 定

公 共 事 業 等 の 入 札 、 指 名 、 受 注 、 下 請 に 関 す る 便 宜 等

各 種 許 認 可 業 者 に 対 す る 行 政 指 導 等

事 務 処 理 に 因 縁 を つ け た 口 止 め 料 、

迷 惑 料 、 損 害 賠 償 名 目 の 金 品 の 提 供

職 員 個 人 の 私 的 行 為 に 因 縁 を 付 け て く る も の

寄 付 金 ・ 賛 助 金 等 の 提 供

税 金 、 公 共 料 金 、 負 担 金 の 不 払 い

公 共 事 業 等 の 入 札 等 に 関 す る 情 報 提 供

公 営 住 宅 の 入 居 要 求 、 不 退 去

紳 士 録 の 登 録 ・ 抹 消 手 続 き に 関 す る 金 品 の 提 供

そ の 他

無 回 答

( n = 9 4)

2 3. 4

2 2. 3

2 0. 2

2 0. 2

8. 5

1. 1

0. 0

3 1. 9

0. 0

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 %

相 手 が 何 者 か わ か ら な か っ た

暴 力 団 員 で は な い が 、 暴 力 団 （ 暴 力 団 員 ）

と 何 ら か の 関 係 を 有 す る 者

社 会 運 動 標 ぼ う ゴ ロ

政 治 活 動 標 ぼ う ゴ ロ

暴 力 団 員

暴 力 団 関 係 企 業 の 役 員 や 従 業 員

総 会 屋

そ の 他

無 回 答
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８  最 近 １ 年 間 の 不 当 要 求 等 の 態 様 （ 複 数 回 答 可 ）８  最 近 １ 年 間 の 不 当 要 求 等 の 態 様 （ 複 数 回 答 可 ）

最 近 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 受 け た 自 治 体 ( 9 4 件 ) に 、

不 当 要 求 等 の 態 様 を た ず ね る と 、「 電 話 を 架 け て き た 」

6 4 . 9 ％ ( 6 1 件 ) 、 「 来 庁 し て き た 」 6 0 . 6 ％ ( 5 7 件 ) が 同 程

度 で 多 い 。

８ － １  来 庁 時 の 態 様 （ 複 数 回 答 可 ）８ － １  来 庁 時 の 態 様 （ 複 数 回 答 可 ）

最 近 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 受 け 、 要 求 者 が 「 来 庁 し

て き た 」 自 治 体 ( 5 7 件 ) に 、 来 庁 時 の 相 手 方 の 不 当 要 求

等 の 態 様 を た ず ね る と 、 「 大 声 を 出 す な ど 言 動 や 態 度

で 威 圧 し て き た 」 が 6 4 . 9 ％ ( 3 7 件 ) と 最 も 多 く 、 以 下 「 居

座 り 続 け た 」 2 8 . 1 ％ 、 「 執 拗 に 来 庁 し た 」 2 2 . 8 ％ と 続

く 。

( n = 9 4)

6 4. 9

6 0. 6

7. 4

5. 3

2. 1

1. 1

9. 6

0. 0

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 %

電 話 を 架 け て き た

来 庁 し て き た

文 書 を 送 付 し て き た

（ Ｆ Ａ Ｘ や Ｅ メ ー ル 等 を 含 む ）

街 宣 を 行 っ て き た

機 関 紙 （ 誌 ） 等 を 一 方 的 に 送 付 し て き た

誹 謗 、 中 傷 文 書 を 配 布 し て き た

そ の 他

無 回 答

( n = 5 7)

6 4. 9

2 8. 1

2 2. 8

1 5. 8

5. 3

2 8. 1

3. 5

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 %

大 声 を 出 す な ど 言 動 や

態 度 で 威 圧 し て き た

居 座 り 続 け た

執 拗 に 来 庁 し た

机 を 叩 く 、 灰 皿 を 投 げ る 、 物 を

壊 す な ど の 暴 行 を 加 え た

胸 ぐ ら を つ か む な ど

の 暴 行 を 加 え た

そ の 他

無 回 答

９  最 近 １ 年 間 の 不 当 要 求 等 へ の 対 処 の 仕 方９  最 近 １ 年 間 の 不 当 要 求 等 へ の 対 処 の 仕 方

最 近 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 受 け た 自 治 体 ( 9 4 件 ) に 、

不 当 要 求 等 の 問 題 に ど の よ う に 対 処 し た か た ず ね る

と 、 「 す べ て の 不 当 要 求 等 を 拒 否 し た 」 が 8 7 . 2 ％ ( 8 2

件 ) と 大 部 分 を 占 め る 。

一 方 、 「 当 初 、 拒 否 し た が 最 終 的 に は 不 当 要 求 等 の

一 部 に 応 じ た 」 が 7 . 4 ％ ( 7 件 ) 、 「 す べ て の 不 当 要 求 等

に 応 じ た 」 が 3 . 2 ％ ( 3 件 ) 、 「 不 当 要 求 等 の 一 部 に 応 じ

た 」 、 「 当 初 、 拒 否 し た が 最 終 的 に は 不 当 要 求 等 に 全

面 的 に 応 じ た 」 が 各 0 . 0 ％ ( 0 件 ) と な っ て い る 。

９ － １  不 当 要 求 等 に 応 じ た 理 由 （ 複 数 回 答 可 ）９ － １  不 当 要 求 等 に 応 じ た 理 由 （ 複 数 回 答 可 ）

最 近 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 受 け 、 「 す べ て の 不 当 要

求 等 に 応 じ た 」 又 は 「 当 初 、 拒 否 し た が 最 終 的 に は 不

当 要 求 等 の 一 部 に 応 じ た 」 自 治 体 ( 1 0 件 ) に 、 不 当 要 求

等 に 応 じ た 理 由 を た ず ね る と 、 「 当 方 に も 一 部 非 が あ

っ た か ら 」 が 4 件 と 最 も 多 く 、 以 下 「 威 圧 感 を 感 じ た

か ら 」 、 「 ト ラ ブ ル が 拡 大 す る こ と を 恐 れ た か ら 」 が

各 2 件 と 続 く 。

( n = 9 4)

3. 2 7. 4 8 7. 2 2. 1

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

す べ て の 不 当 要 求 等 に 応 じ た

す べ て の 不 当 要 求 等 を 拒 否 し た

当 初 、 拒 否 し た が 最 終 的 に は 不 当 要 求 等 の 一 部 に 応 じ た

当 初 、 拒 否 し た が 最 終 的 に は 不 当 要 求 等 に 全 面 的 に 応 じ た （ 0. 0 ）

不 当 要 求 等 の 一 部 に 応 じ た （ 0. 0 ）

無 回 答

( n = 1 0)

4 件

2 件

2 件

1 件

1 件

1 件

1 件

1 件

0 件

0 件

0 件

0 件

3 件

0 件

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 %

当 方 に も 一 部 非 が あ っ た か ら

威 圧 感 を 感 じ た か ら

ト ラ ブ ル が 拡 大 す る こ と を 恐 れ た か ら

応 じ な か っ た ら 報 復 、 糾 弾 等 を

受 け る 危 険 性 が あ る と 思 っ た か ら

担 当 者 個 人 で 対 応 し て し ま っ た か ら

幹 部 が 直 接 対 応 し て し ま っ た か ら

相 手 を す る の が 面 倒 に な っ た か ら

以 前 か ら 応 じ て お り 、 断 る の が 困 難 だ か ら

対 応 に 不 慣 れ で あ っ た か ら

要 求 金 額 が 少 額 で あ っ た か ら

他 機 関 で も 応 じ て い る か ら

不 当 要 求 等 に 応 じ て お け ば 、 後 に

役 立 つ こ と も あ る と 思 っ た か ら

そ の 他

無 回 答



－ 4 －

９ － ２  不 当 要 求 等 を 拒 否 し た 場 合 の 相 手 方 の 具 体 的 な９ － ２  不 当 要 求 等 を 拒 否 し た 場 合 の 相 手 方 の 具 体 的 な

行 動 （ 複 数 回 答 可 ）行 動 （ 複 数 回 答 可 ）

最 近 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 受 け 、 「 当 初 、 拒 否 し た

が 最 終 的 に は 不 当 要 求 等 の 一 部 に 応 じ た 」 又 は 「 す べ

て の 不 当 要 求 等 を 拒 否 し た 」 自 治 体 ( 8 9 件 ) に 、 拒 否 し

た 時 に 相 手 方 は ど う し た か た ず ね る と 、 「 特 に 行 動 を

起 こ さ な か っ た 」 が 3 6 . 0 ％ ( 3 2 件 ) 、 「 大 声 を 出 す な ど

言 動 や 態 度 で 威 圧 し て き た 」 3 4 . 8 ％ ( 3 1 件 ) が 同 程 度 で

多 く 、 以 下 「 庁 舎 に 現 れ た り 、 迷 惑 電 話 を か け た り の

嫌 が ら せ 行 為 を 続 け た 」 、 「 不 当 要 求 等 の 内 容 又 は 態

様 を 変 え て き た 」 が 各 9 . 0 ％ と 続 く 。

1 0  最 近 １ 年 間 の 不 当 要 求 等 へ の 対 応 （ 複 数 回 答 可 ）1 0  最 近 １ 年 間 の 不 当 要 求 等 へ の 対 応 （ 複 数 回 答 可 ）

最 近 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 受 け た 自 治 体 ( 9 4 件 ) に 、

不 当 要 求 等 に ど の よ う に 対 応 し た か た ず ね る と 、 「 担

当 者 が 所 属 す る 組 織 （ 部 署 ） で 対 応 し た 」 が 6 2 . 8 ％

( 5 9 件 ) と 最 も 多 く 、 以 下 「 担 当 者 個 人 だ け で 対 応 し た 」

2 2 . 3 ％ 、「 不 当 要 求 対 策 の た め の 専 門 組 織 で 対 応 し た 」

1 9 . 1 ％ と 続 く 。

( n = 8 9)

3 6. 0

3 4. 8

9. 0

9. 0

7. 9

3. 4

3. 4

1. 1

0. 0

1 9. 1

3. 4

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 %

特 に 行 動 を 起 こ さ な か っ た

大 声 を 出 す な ど 言 動 や 態 度 で 威 圧 し て き た

庁 舎 に 現 れ た り 、 迷 惑 電 話 を か け

た り の 嫌 が ら せ 行 為 を 続 け た

不 当 要 求 等 の 内 容 又 は 態 様 を 変 え て き た

「 関 係 官 庁 や マ ス コ ミ 等 に 連 絡 す る 」 と 脅 し て き た

街 宣 車 、 拡 声 器 、 ビ ラ 等 を 利 用 し て 、 庁 舎 の 周 辺

等 で 行 政 を 中 傷 す る よ う な 街 頭 宣 伝 活 動 を 行 っ た

物 的 な 損 害 や 人 的 な 危 害 を 加 え て き た

庁 舎 外 で 待 ち 伏 せ さ れ た

自 宅 ま で 押 し 掛 け て き た

そ の 他

無 回 答

( n = 9 4)

6 2. 8

2 2. 3

1 9. 1

1 7. 0

1 4. 9

1. 1

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 %

担 当 者 が 所 属 す る 組 織

（ 部 署 ） で 対 応 し た

担 当 者 個 人 だ け で 対 応 し た

不 当 要 求 対 策 の た め の

専 門 組 織 で 対 応 し た

所 属 す る 行 政 機 関 全 体 で 対 応 し た

そ の 他

無 回 答

1 0 － １  最 近 １ 年 間 の 不 当 要 求 等 の 対 応 に 要 し た 時 間1 0 － １  最 近 １ 年 間 の 不 当 要 求 等 の 対 応 に 要 し た 時 間

最 近 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 受 け た 自 治 体 ( 9 4 件 ) に 、

不 当 要 求 等 の 対 応 に 要 し た 延 べ 時 間 を た ず ね る と 、

「 1 0 時 間 以 上 」 が 2 9 . 8 ％ ( 2 8 件 ) と 最 も 多 く 、 以 下

「 1 時 間 未 満 」 2 5 . 5 ％ 、 「 3 ～ 1 0 時 間 未 満 」 2 2 . 3 ％ 、

「 1 ～ 3 時 間 未 満 」 2 1 . 3 ％ と 続 く 。

1 0 － ２  最 近 １ 年 間 の 不 当 要 求 等 へ の 対 処 に 際 し て 部 外1 0 － ２  最 近 １ 年 間 の 不 当 要 求 等 へ の 対 処 に 際 し て 部 外

者 へ の 相 談 の 有 無者 へ の 相 談 の 有 無

最 近 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 受 け た 自 治 体 ( 9 4 件 ) に 、

不 当 要 求 の 対 処 に 際 し て 部 外 者 に 相 談 し た か た ず ね る

と 、 「 相 談 し た 」 が 5 5 . 3 ％ ( 5 2 件 ) で 過 半 数 を 占 め る 。

1 0 － ３  対 処 に 際 し て の 相 談 先 （ 複 数 回 答 可 ）1 0 － ３  対 処 に 際 し て の 相 談 先 （ 複 数 回 答 可 ）

最 近 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 受 け 、 不 当 要 求 の 対 処 に

際 し て 「 部 外 者 に 相 談 し た 」 自 治 体 ( 5 2 件 ) に 、 相 談 先

を た ず ね る と 、 「 警 察 」 が 7 6 . 9 ％ ( 4 0 件 ) と 最 も 多 く 、

以 下 「 弁 護 士 」 4 2 . 3 ％ 、 「 上 部 機 関 」 1 1 . 5 ％ と 続 く 。

( n = 9 4)

2 5. 5 2 1. 3 2 2. 3 2 9. 8 1. 1

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

１ 時 間 未 満 ３ ～ １ ０ 時 間 未 満 無 回 答１ ～ ３ 時 間 未 満 １ ０ 時 間 以 上

( n = 9 4)

5 5. 3 4 4. 7 0. 0

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

部 外 者 に 相 談 し た 部 外 者 に は 相 談 し て い な い  無 回 答

( n = 5 2)

7 6. 9

4 2. 3

1 1. 5

1. 9

1 5. 4

0. 0

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 %

警 察

弁 護 士

上 部 機 関

暴 力 追 放 運 動 推 進 セ ン タ ー

そ の 他

無 回 答



－ 5 －

1 0 － ４  部 外 者 へ の 相 談 時 期1 0 － ４  部 外 者 へ の 相 談 時 期

最 近 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 受 け 、 不 当 要 求 の 対 処 に

際 し て 「 部 外 者 に 相 談 し た 」 自 治 体 ( 5 2 件 ) に 、 相 談 時

期 を た ず ね る と 、 「 組 織 内 だ け で は 相 手 方 へ の 対 応 が

困 難 と 判 断 さ れ た と き 」 が 3 8 . 5 ％ ( 2 0 件 ) と 最 も 多 く 、

以 下 「 組 織 や 職 員 に 対 し て 相 手 方 が 具 体 的 な 行 動 を 起

こ し た と き 」 2 3 . 1 ％ 、 「 相 手 方 か ら の 不 当 要 求 等 の 内

容 が 明 ら か に な っ た と き 」 1 7 . 3 ％ 、 「 相 手 方 が 暴 力 団

等 反 社 会 的 勢 力 と 分 か っ た と き 」 1 3 . 5 ％ と 続 く 。

1 0 － ５  部 外 者 に 相 談 し な い 理 由 （ 複 数 回 答 可 ）1 0 － ５  部 外 者 に 相 談 し な い 理 由 （ 複 数 回 答 可 ）

最 近 １ 年 間 に 不 当 要 求 等 を 受 け 、 不 当 要 求 の 対 処 に

際 し て 「 部 外 者 に は 相 談 し て い な い 」 自 治 体 ( 4 2 件 ) に 、

相 談 し な い 理 由 を た ず ね る と 、 「 相 談 す る 前 に 相 手 方

が 引 き 下 が っ た か ら 」 が 3 8 . 1 ％ ( 1 6 件 ) と 最 も 多 く 、 以

下 「 相 談 し な く と も 組 織 で 解 決 で き る と 判 断 し た か ら 」

2 8 . 6 ％ 、 「 ど こ に 相 談 す れ ば 良 い か 分 か ら な か っ た か

ら 」 4 . 8 ％ と 続 く 。

( n = 4 2)

3 8. 1

2 8. 6

4. 8

0. 0

3 5. 7

4. 8

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 %

相 談 す る 前 に 相 手 方

が 引 き 下 が っ た か ら

相 談 し な く と も 組 織 で 解 決

で き る と 判 断 し た か ら

ど こ に 相 談 す れ ば 良 い か

分 か ら な か っ た か ら

相 談 す る の を 躊 躇 し た か ら

そ の 他

無 回 答

( n = 5 2)

3 8. 5 2 3. 1 1 7. 3 1 3. 5 7. 7 0. 0

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

組 織 内 だ け で は 相 手 方 へ の

対 応 が 困 難 と 判 断 さ れ た と き

組 織 や 職 員 に 対 し て 相 手 方 が

具 体 的 な 行 動 を 起 こ し た と き

相 手 方 か ら の 不 当 要 求 等 の

内 容 が 明 ら か に な っ た と き

相 手 方 が 暴 力 団 等 反 社 会

的 勢 力 と 分 か っ た と き

そ の 他 無 回 答

1 1  不 当 要 求 等 対 策 の 取 組 の 有 無1 1  不 当 要 求 等 対 策 の 取 組 の 有 無

す べ て の 自 治 体 に 、 最 近 ４ 年 間 （ 前 回 調 査 の 平 成 2 3

年 ６ 月 以 降 ） に 不 当 要 求 等 へ の 対 策 に 取 り 組 ん だ か た

ず ね る と 、 取 り 組 ん だ 自 治 体 が 6 4 . 0 ％ ( 1 8 5 9 件 ) と な っ

て い る 。

1 2  不 当 要 求 等 対 策 の 取 組 内 容 （ 複 数 回 答 可 ）1 2  不 当 要 求 等 対 策 の 取 組 内 容 （ 複 数 回 答 可 ）

最 近 ４ 年 間 に 不 当 要 求 等 へ の 対 策 に 取 り 組 ん だ 自 治

体 ( 1 8 5 9 件 ) に 、 取 組 内 容 を た ず ね る と 、 「 公 共 事 業 や

委 託 業 務 、 リ ー ス 等 の 契 約 書 へ の 暴 排 条 項 の 導 入 」 が

3 9 . 0 ％ ( 7 2 5 件 ) と 最 も 多 く 、 以 下 「 職 員 に 対 す る 研 修 」

3 6 . 5 ％ 、 「 警 察 に よ る 講 習 、 研 修 の 受 講 」 3 4 . 9 ％ 、 「 不

当 要 求 防 止 責 任 者 の 選 任 」 3 3 . 2 ％ 、 「 警 察 と の 連 絡 体

制 の 強 化 」 3 1 . 0 ％ 、 「 暴 力 追 放 運 動 推 進 セ ン タ ー に よ

る 講 習 、 研 修 の 受 講 」 2 7 . 5 ％ と 続 く 。

( n = 2 9 0 5)

6 4. 0 3 4. 3 1. 7

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

取 り 組 ん だ 取 り 組 ま な か っ た  無 回 答

( n = 1 8 5 9)

3 9. 0

3 6. 5

3 4. 9

3 3. 2

3 1. 0

2 7. 5

2 0. 1

1 9. 3

1 2. 3

7. 2

7. 0

4. 2

3. 6

1 0. 5

0. 3

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 %

公 共 事 業 や 委 託 業 務 、 リ ー ス 等

の 契 約 書 へ の 暴 排 条 項 の 導 入

職 員 に 対 す る 研 修

警 察 に よ る 講 習 、 研 修 の 受 講

不 当 要 求 防 止 責 任 者 の 選 任

警 察 と の 連 絡 体 制 の 強 化

暴 力 追 放 運 動 推 進 セ ン タ ー

に よ る 講 習 、 研 修 の 受 講

不 当 要 求 対 応 マ ニ ュ ア ル 等

の 対 応 要 領 の 作 成

不 当 要 求 対 応 の た め

の 要 綱 等 の 策 定

不 当 要 求 対 策 の た め の

委 員 会 等 の 設 置

暴 力 追 放 運 動 推 進 セ ン タ ー

と の 連 絡 体 制 の 強 化

弁 護 士 、 弁 護 士 会 と の 連 携 強 化

機 関 紙 （ 誌 ） 、 情 報 誌 等 の 購 読 拒 否

不 当 要 求 に 関 す る 職 場 内 の 実 態 調 査

そ の 他

無 回 答



－ 6 －

1 2 － １  不 当 要 求 等 対 策 の 取 組 を 行 っ て い な い 理 由1 2 － １  不 当 要 求 等 対 策 の 取 組 を 行 っ て い な い 理 由

最 近 ４ 年 間 に 不 当 要 求 等 へ の 対 策 に 取 り 組 ま な か っ

た 自 治 体 ( 9 9 6 件 ) に 、 取 り 組 ん で い な い 理 由 を た ず ね

る と 、 「 不 当 要 求 を 受 け た こ と が な い た め 、 取 組 の 必

要 性 を 感 じ な か っ た 」 が 4 3 . 2 ％ ( 4 3 0 件 ) と 最 も 多 く 、

以 下 「 既 に ( 平 成 2 3 年 ６ 月 以 前 ) 取 り 組 ん で い た 」 2 9 . 8

％ ( 2 9 7 件 ) 、 「 現 在 で も 十 分 対 応 で き て お り 、 取 組 の

必 要 性 を 感 じ な か っ た 」 6 . 2 ％ と 続 く 。

1 2 － １ － １  不 当 要 求 等 対 策 に 既 に 取 り 組 ん で い た1 2 － １ － １  不 当 要 求 等 対 策 に 既 に 取 り 組 ん で い た

自 治 体 の 取 組 内 容 （ 複 数 回 答 可 ）自 治 体 の 取 組 内 容 （ 複 数 回 答 可 ）

最 近 ４ 年 間 に 不 当 要 求 等 へ の 対 策 に 取 り 組 ん で い な

い 理 由 と し て 、 「 既 に ( 平 成 2 3 年 ６ 月 以 前 ) 取 り 組 ん で

い た 」 と 回 答 し た 自 治 体 ( 2 9 7 件 ) に 、 取 組 内 容 を た ず

ね る と ､ 「 不 当 要 求 対 応 の た め の 要 綱 等 の 策 定 」 が 6 3 . 6 ％

( 1 8 9 件 ) と 最 も 多 く 、 以 下 「 不 当 要 求 対 応 マ ニ ュ ア ル

等 の 対 応 要 領 の 作 成 」 4 5 . 8 ％ 、 「 不 当 要 求 対 策 の た め

の 委 員 会 等 の 設 置 」 4 4 . 1 ％ 、 「 公 共 事 業 や 委 託 業 務 、

リ ー ス 等 の 契 約 書 へ の 暴 排 条 項 の 導 入 」3 9 . 7 ％ と 続 く 。

( n = 9 9 6)

2 9. 8 2. 7 3. 3 5. 0 4 3. 2 6. 2 8. 0 1. 7

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

既 に 取 り 組 ん で い た

現 在 、 取 組 に つ い て

検 討 中 で あ る

取 組 の 必 要 性 は 感 じ た が 、

手 が 回 ら な か っ た

取 組 の 必 要 性 は 感 じ た が 、

具 体 的 な 要 領 が 分 か ら な か っ た

不 当 要 求 を 受 け た こ と が な い た め 、

取 組 の 必 要 性 を 感 じ な か っ た

現 在 で も 十 分 対 応 で き て お り 、

取 組 の 必 要 性 を 感 じ な か っ た

そ の 他

無 回 答

( n = 2 9 7)

6 3. 6

4 5. 8

4 4. 1

3 9. 7

2 9. 0

2 5. 3

1 8. 2

1 8. 2

8. 8

7. 1

4. 7

4. 4

3. 7

2. 0

4. 0

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 %

不 当 要 求 対 応 の た め

の 要 綱 等 の 策 定

不 当 要 求 対 応 マ ニ ュ ア ル 等

の 対 応 要 領 の 作 成

不 当 要 求 対 策 の た め の

委 員 会 等 の 設 置

公 共 事 業 や 委 託 業 務 、 リ ー ス 等

の 契 約 書 へ の 暴 排 条 項 の 導 入

警 察 と の 連 絡 体 制 の 強 化

不 当 要 求 防 止 責 任 者 の 選 任

職 員 に 対 す る 研 修

警 察 に よ る 講 習 、 研 修 の 受 講

暴 力 追 放 運 動 推 進 セ ン タ ー

に よ る 講 習 、 研 修 の 受 講

弁 護 士 、 弁 護 士 会 と の 連 携 強 化

暴 力 追 放 運 動 推 進 セ ン タ ー

と の 連 絡 体 制 の 強 化

不 当 要 求 に 関 す る 職 場 内 の 実 態 調 査

機 関 紙 （ 誌 ） 、 情 報 誌 等 の 購 読 拒 否

そ の 他

無 回 答

1 3  専 門 組 織 の 設 置1 3  専 門 組 織 の 設 置

各 部 署 に お い て 、 不 当 要 求 等 の 対 策 と し て 、 専 門 組

織 （ 不 当 要 求 防 止 等 対 策 委 員 会 、 対 策 室 等 ） を 設 置 し

て い る か た ず ね る と 、 「 設 置 し て お ら ず 、 今 後 も 設 置

す る 予 定 は な い 」 が 5 5 . 5 ％ ( 1 6 1 3 件 ) で 過 半 数 を 占 め る 。

1 4  契 約 書 ・ 契 約 規 定 等 へ の 暴 力 団 排 除 条 項 の 有 無 に1 4  契 約 書 ・ 契 約 規 定 等 へ の 暴 力 団 排 除 条 項 の 有 無 に

つ い てつ い て

す べ て の 自 治 体 に 、 各 種 契 約 に 際 し 、 契 約 書 や 契 約

に 関 す る 規 定 等 に 暴 力 団 排 除 条 項 を 盛 り 込 ん で い る か

た ず ね る と 、 「 盛 り 込 ん で い る 」 が 8 3 . 2 ％ ( 2 4 1 6 件 ) と

な っ て い る 。

平 成 2 3 年 度 と 比 べ る と 、 「 盛 り 込 ん で い る 」 が 4 8 . 2

％ → 8 3 . 2 ％ と 3 5 . 0 ポ イ ン ト 多 く な っ て い る 。

【 参 考 】 平 成 2 3 年 度 行 政 対 象 暴 力 に 関 す る ア ン ケ ー ト

【 契 約 書 ・ 契 約 規 定 等 へ の 暴 力 団 排 除 条 項 の 有 無 に つ い て 】

( n = 2 9 0 5)

3 3. 9 4. 1 5 5. 5 6. 4

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

設 置 し て い る
設 置 に 向 け て

取 り 組 ん で い る

設 置 し て お ら ず 、

今 後 も 設 置 す る 予 定 は な い 無 回 答

( n = 2 9 0 5)

8 3. 2 4. 2 9. 1 3. 6

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

盛 り 込 ん で い る
盛 り 込 ん で い な い が 、

今 後 盛 り 込 む 予 定 で あ る

盛 り 込 ん で お ら ず 、 今 後 も 盛 り 込 む 予 定 は な い

無 回 答

( n = 3 1 3 8)

4 8. 2 1 5. 8 2 5. 4 1 0. 6

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

盛 り 込 ん で い る
盛 り 込 ん で い な い が 、

今 後 盛 り 込 む 予 定 で あ る

盛 り 込 ん で お ら ず 、 今 後 も 盛 り 込 む 予 定 は な い

無 回 答



－ 7 －

1 4 － １  暴 力 団 排 除 条 項 の 導 入 状 況 （ 複 数 回 答 可 ）1 4 － １  暴 力 団 排 除 条 項 の 導 入 状 況 （ 複 数 回 答 可 ）

各 種 契 約 に 際 し 、 規 定 等 に 暴 力 団 排 除 条 項 を 「 盛 り

込 ん で い る 」 自 治 体 ( 2 4 1 6 件 ) に 、 暴 力 団 排 除 条 項 が 導

入 さ れ て い る の は ど の よ う な 契 約 か た ず ね る と 、 「 す

べ て の 契 約 」 が 5 0 . 7 ％ ( 1 2 2 5 件 ) と 最 も 多 く 、 以 下 「 工

事 ・ 製 造 の 請 負 」 が 3 9 . 9 ％ 、 「 コ ン サ ル タ ン ト 業 務 の

請 負 」 3 4 . 7 ％ 、 「 物 品 の 納 入 、 売 買 」 2 5 . 0 ％ 「 役 務 の

提 供 」 2 4 . 0 ％ と 続 く 。

1 4 － ２  暴 力 団 排 除 条 項 を 盛 り 込 む 予 定 が な い 理 由1 4 － ２  暴 力 団 排 除 条 項 を 盛 り 込 む 予 定 が な い 理 由

に つ い て( 複 数 回 答)に つ い て( 複 数 回 答)

各 種 契 約 に 際 し 、 規 定 等 に 暴 力 団 排 除 条 項 を 「 盛 り

込 ん で お ら ず 今 後 も 盛 り 込 む 予 定 は な い 」 自 治 体 ( 2 6 4

件 ) に 、 理 由 を た ず ね る と 、 「 暴 力 団 等 に よ る 不 当 要

求 等 の 被 害 を 実 際 に 経 験 し た こ と が な い 」 が 5 7 . 6 ％

( 1 5 2 件 ) と 最 も 多 く 、 以 下 「 具 体 的 に ど の よ う な 内 容

を 入 れ れ ば よ い の か 解 ら な い 」 2 4 . 2 ％ 、 「 取 引 の 対 象

が 多 く 、 暴 力 団 等 か ど う か を 見 極 め る に は 多 大 な

時 間 を 費 や す 」 7 . 2 ％ と 続 く 。

( n = 2 6 4)

5 7. 6

2 4. 2

7. 2

1. 5

2 9. 2

1. 5

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 %

暴 力 団 等 に よ る 不 当 要 求 等 の

被 害 を 実 際 に 経 験 し た こ と が な い

具 体 的 に ど の よ う な 内 容 を

入 れ れ ば よ い の か 解 ら な い

取 引 の 対 象 が 多 く 、 暴 力 団 等 か ど う か

を 見 極 め る に は 多 大 な 時 間 を 費 や す

盛 り 込 む に は 、 そ の 事 務 手 続

が 煩 雑 と な る な ど 面 倒 だ

そ の 他

無 回 答

( n = 2 4 1 6)

5 0. 7

3 9. 9

3 4. 7

2 5. 0

2 4. 0

1 8. 5

1 6. 8

1 2. 8

6. 3

1. 1

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 %

す べ て の 契 約

工 事 ・ 製 造 の 請 負

コ ン サ ル タ ン ト 業 務 の 請 負

物 品 の 納 入 、 売 買

役 務 の 提 供

行 政 側 の 賃 借 （ リ ー ス 等 ）

公 有 財 産 の 売 却 、 賃 貸 、 使 用 許 可

指 定 管 理 者 の 指 定

そ の 他

無 回 答

1 5  暴 力 団 関 係 企 業 の 排 除 措 置 の 有 無1 5  暴 力 団 関 係 企 業 の 排 除 措 置 の 有 無

す べ て の 自 治 体 に 、 過 去 に 契 約 等 の 相 手 方 業 者 が 暴

力 団 等 の 反 社 会 的 勢 力 と 判 明 し 、 あ る い は 一 定 の 関 係

が 認 め ら れ た と し て 、 当 該 業 者 を 契 約 等 か ら 排 除 す る

な ど の 措 置 を と っ た 経 験 の 有 無 を た ず ね る と 、「 あ る 」

は 5 . 5 ％ ( 1 6 0 件 ) で 、 「 な い 」 が 9 1 . 5 ％ と な っ て い る 。

1 5 － １  最 近 １ 年 間 に お け る 暴 力 団 関 係 企 業 の 排 除1 5 － １  最 近 １ 年 間 に お け る 暴 力 団 関 係 企 業 の 排 除

措 置 の 有 無措 置 の 有 無

過 去 に 、 契 約 等 の 相 手 方 業 者 が 暴 力 団 等 の 反 社 会 的

勢 力 、 あ る い は 暴 力 団 関 係 企 業 と し て 、 当 該 業 者 を 契

約 等 か ら 排 除 す る な ど の 措 置 を と っ た こ と が あ る 自 治

体 ( 1 6 0 件 ) に 、 最 近 １ 年 間 に 、 暴 力 団 関 係 企 業 と し て 、

当 該 業 者 を 契 約 等 か ら 排 除 す る 措 置 を と っ た こ と が あ

る か た ず ね る と 、 「 あ る 」 が 2 2 . 5 ％ ( 3 6 件 ) 、 「 な い 」

が 7 1 . 3 ％ と な っ て い る 。

1 5 － ２  最 近 １ 年 間 に お け る 暴 力 団 関 係 企 業 排 除 の 根 拠1 5 － ２  最 近 １ 年 間 に お け る 暴 力 団 関 係 企 業 排 除 の 根 拠

最 近 １ 年 間 に 、 暴 力 団 関 係 企 業 と し て 、 当 該 業 者 を

契 約 等 か ら 排 除 す る 措 置 を と っ た こ と が あ る 自 治 体

( 3 6 件 ) に 、 暴 力 団 関 係 企 業 を 排 除 す る に 当 た り 、 根 拠

規 定 と な っ た も の に つ い て た ず ね る と 、 「 要 綱 、 契 約

規 定 等 に 定 め た 暴 力 団 排 除 条 項 」 が 8 3 . 3 ％ と 多 数 を 占

め る 。

( n = 2 9 0 5)

5. 5 9 1. 5 3. 0

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

あ る な い 無 回 答

( n = 1 6 0)

2 2. 5 7 1. 3 6. 3

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

あ る な い 無 回 答

( n = 3 6)

8 3. 3 1 6. 7 0. 0

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

要 綱 、 契 約 規 定 等 に 定 め た 暴 力 団 排 除 条 項  そ の 他  無 回 答



－ 8 －

1 5 － ３  最 近 １ 年 間 に お け る 暴 力 団 関 係 企 業 排 除 の1 5 － ３  最 近 １ 年 間 に お け る 暴 力 団 関 係 企 業 排 除 の

具 体 的 措 置 （ 複 数 回 答 可 ）具 体 的 措 置 （ 複 数 回 答 可 ）

最 近 １ 年 間 に 、 暴 力 団 関 係 企 業 と し て 、 当 該 業 者 を

契 約 等 か ら 排 除 す る 措 置 を と っ た こ と が あ る 自 治 体

( 3 6 件 ) に 、 排 除 に あ た り 、 具 体 的 に ど の よ う な 措 置 を

と っ た の か た ず ね る と 、 「 指 名 排 除 措 置 」 が 4 7 . 2 ％ ( 1

7 件 ) と 最 も 多 く 、 以 下 「 指 名 停 止 措 置 」 2 7 . 8 ％ 、 「 契

約 の 解 除 」 8 . 3 ％ と 続 く 。

1 6  暴 力 追 放 運 動 推 進 セ ン タ ー の 活 動 へ の 要 望1 6  暴 力 追 放 運 動 推 進 セ ン タ ー の 活 動 へ の 要 望

（ 複 数 回 答 可 ）（ 複 数 回 答 可 ）

す べ て の 自 治 体 に 、 暴 力 追 放 運 動 推 進 セ ン タ ー の 活

動 に ど の よ う な こ と を 望 む か た ず ね る と 、 「 暴 力 団 等

反 社 会 的 勢 力 の 実 態 や 不 当 要 求 等 の 予 防 に 関 す る 知 識

の 普 及 」 が 7 6 . 4 ％ ( 2 2 1 8 件 ) と 最 も 多 く 、 以 下 「 暴 力 団

等 反 社 会 的 勢 力 に よ る 不 当 な 行 為 に 関 す る 相 談 」 5 2 . 4

％ 、 「 暴 力 団 等 反 社 会 的 勢 力 の 実 態 や 不 当 要 求 等 の 予

防 に 関 す る 講 習 会 の 開 催 」 4 3 . 8 ％ 、 「 市 町 村 や 業 界 等

で 行 う 暴 力 団 排 除 活 動 や 事 務 所 撤 去 活 動 へ の 協 力 、 支

援 活 動 」 3 6 . 4 ％ と 続 く 。

( n = 3 6)

4 7. 2

2 7. 8

8. 3

1 6. 7

0. 0

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 %

指 名 排 除 措 置

指 名 停 止 措 置

契 約 の 解 除

そ の 他

無 回 答

( n = 2 9 0 5)

7 6. 4

5 2. 4

4 3. 8

3 6. 4

1 8. 2

1 2. 6

1 1. 8

1. 1

4. 4

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 %

暴 力 団 等 反 社 会 的 勢 力 の 実 態 や 不 当

要 求 等 の 予 防 に 関 す る 知 識 の 普 及( 1)

暴 力 団 等 反 社 会 的 勢 力 に よ る

不 当 な 行 為 に 関 す る 相 談

( 1) に 関 す る 講 習 会 の 開 催

市 町 村 や 業 界 等 で 行 う 暴 力 団 排 除 活 動

や 事 務 所 撤 去 活 動 へ の 協 力 、 支 援 活 動

少 年 に 対 す る 暴 力 団 の 影 響

を 排 除 す る た め の 活 動

暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 被 害 者 に

対 す る 見 舞 金 の 支 給 や 民 事 訴 訟 の 支 援

暴 力 団 組 織 か ら の 離 脱 を 希 望

す る 者 に 対 す る 援 助 活 動

そ の 他

無 回 答

1 7  不 当 要 求 対 策 に つ い て の 警 察 へ の 要 望 （ 複 数 回 答 可 ）1 7  不 当 要 求 対 策 に つ い て の 警 察 へ の 要 望 （ 複 数 回 答 可 ）

す べ て の 自 治 体 に 、 行 政 機 関 が 不 当 要 求 対 策 を 推 進

す る に 当 た り 、 警 察 に ど の よ う な こ と を 望 む か た ず ね

る と 、 「 暴 力 団 等 反 社 会 的 勢 力 に よ る 犯 罪 の 徹 底 的 な

取 締 り 」 が 7 8 . 9 ％ ( 2 2 9 2 件 ) と 最 も 多 く 、 以 下 「 脅 迫 等

を 受 け た 際 の 保 護 」 6 0 . 2 ％ 、 「 暴 力 団 等 反 社 会 的 勢 力

に 関 す る 情 報 の 提 供 」 5 8 . 1 ％ 、 「 暴 力 団 関 係 企 業 等 に

関 す る 情 報 の 提 供 」 5 5 . 9 ％ 、 「 暴 力 団 等 反 社 会 的 勢 力

へ の 対 応 要 領 の 教 示 」 4 4 . 8 ％ と 続 く 。

1 8  不 当 要 求 対 策 に つ い て の 弁 護 士 、 弁 護 士 会 へ の1 8  不 当 要 求 対 策 に つ い て の 弁 護 士 、 弁 護 士 会 へ の

要 望 （ 複 数 回 答 可 ）要 望 （ 複 数 回 答 可 ）

す べ て の 自 治 体 に 、 行 政 機 関 が 不 当 要 求 対 策 を 推 進

す る に 当 た り 、 弁 護 士 、 弁 護 士 会 に ど の よ う な こ と を

望 む か た ず ね る と 、 「 実 際 に 発 生 し た 不 当 要 求 の 事 例

や そ れ に 自 治 体 や 警 察 等 の 関 係 機 関 が ど の よ う に 対 処

し て 解 決 し た か と い っ た 実 例 情 報 の 提 供 」 が 6 5 . 2 ％

（ 1 8 9 3 件 ） と 最 も 多 く 、 以 下 「 職 員 に 対 し 、 日 頃 か ら

法 的 な 助 言 を 行 う 、 又 は 相 談 を 受 理 す る 体 制 を 整 え る

こ と 」 5 8 . 9 ％ 、 「 行 政 機 関 を 対 象 と し た 不 当 要 求 対 応

マ ニ ュ ア ル の 配 布 」 4 6 . 6 ％ ､ 「 行 政 対 象 暴 力 事 案 に 関 す る

講 演 会 の 開 催 や 研 修 会 へ の 講 師 の 派 遣 」2 9 . 9 ％ と 続 く 。

( n = 2 9 0 5)

7 8. 9

6 0. 2

5 8. 1

5 5. 9

4 4. 8

3 6. 1

2 9. 0

1. 2

4. 2

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 %

暴 力 団 等 反 社 会 的 勢 力 に

よ る 犯 罪 の 徹 底 的 な 取 締 り

脅 迫 等 を 受 け た 際 の 保 護

暴 力 団 等 反 社 会 的 勢 力

に 関 す る 情 報 の 提 供

暴 力 団 関 係 企 業 等 に 関 す る 情 報 の 提 供

暴 力 団 等 反 社 会 的 勢 力

へ の 対 応 要 領 の 教 示

暴 力 団 対 策 法 の 積 極 的 な 運 用

組 織 的 犯 罪 対 策 に 関 す る

法 律 等 の 整 備 、 強 化

そ の 他

無 回 答

( n = 2 9 0 5)

6 5. 2

5 8. 9

4 6. 6

2 9. 9

2 1. 8

0. 4

1 0. 1

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 %

実 際 に 発 生 し た 不 当 要 求 の 事 例 や そ れ に

自 治 体 や 警 察 等 の 関 係 機 関 が ど の よ う に
対 処 し て 解 決 し た か と い っ た 実 例 情 報 の 提 供

職 員 に 対 し 、 日 頃 か ら 法 的 な 助 言 を 行 う 、

又 は 相 談 を 受 理 す る 体 制 を 整 え る こ と

行 政 機 関 を 対 象 と し た 不 当

要 求 対 応 マ ニ ュ ア ル 等 の 配 布

行 政 対 象 暴 力 事 案 に 関 す る 講 演 会

の 開 催 や 研 修 会 へ の 講 師 の 派 遣

三 者 協 定 の も と で 、 具 体 的 な 行 政 対 象 暴 力

事 案 に つ い て 、 救 済 に 向 け た 取 り 組 み を 行 う

そ の 他

無 回 答



－ 9 －

調 査 主 体  全 国 暴 力 追 放 運 動 推 進 セ ン タ ー

日 本 弁 護 士 連 合 会 民 事 介 入 暴 力 対 策 委 員 会

警 察 庁 刑 事 局 組 織 犯 罪 対 策 部

調 査 機 関  一 般 社 団 法 人 輿 論 科 学 協 会

H 2 7 . 0 9




